
8広報にっこう

　
警
視
庁
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
令
和

4
年
に
認
知
症
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
行
方
不

明
者
と
し
て
届
け
ら
れ
た
人
は
全
国
で
延
べ

１
万
８
７
０
９
人
と
過
去
最
多
を
記
録
。
こ

の
10
年
で
２
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
何
ら
か
の
認

知
症
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
現

在
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
は
、
地
域
で
の
さ
り
げ
な
い

見
守
り
が
重
要
な
役
割
を
持
ち
ま
す
。

市
の
取
り
組
み　

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
市
は
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
知
識
と
理
解

を
持
ち
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に
対
し

　
   夫が67歳の時にアルツハイマー型
認知症と診断された高橋さん。自分の
介護体験が誰かのためになればと、「栃
木県認知症の人と家族の会」「にっこ
う認知症・若年性認知症家族の会」な
どで精力的に活躍しています。

③ 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ　

み
ょ
う
じ
ん（
社
会

福
祉
法
人
大
恵
会
）　

日
時
…
毎
月
第
３

水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　
場
所
…
明
神

２
４
５
３（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
晃
明
荘
）

　
☎︎
０
２
８
８（
25
）３
３
０
１

　
　
　
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
85
歳
認
知
症
の
母
と
老
老
介
護
を
す
る
93

歳
の
父
の
暮
ら
し
を
、
一
人
娘
で
あ
る
信の

ぶ
と
も友

直な
お
こ子

監
督
が
丹
念
に
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
す
。

日
程
…
9
月
28
日（
木
）　
上
映
時
間
…
午
後

1
時
30
分
～
3
時
30
分　
場
所
…
日
光
街
道

ニ
コ
ニ
コ
本
陣　
　

定
員
…
１
５
０
名（
先

着
順
）　
料
金
…
無
料

私はもともと高齢者施設の看護
師だった経験から、認知症に

対し特に偏見はなく、夫が認知症と
診断された時も「仕方がないこと」
と受け入れることができました。そ
れからも２人でベトナム旅行に行っ
たり、普段と変わらない生活を心掛
けたりしました。
　しかし、夫の認知症は徐々に進
み、診断から５年ほど経過すると徘

はい

徊
かい

の症状がみられました。私が一瞬
目を離した隙に姿が見えなくなり、
近所を駆け回って探すようになりま
した。そこで、夫のズボンのポケッ
トにＧＰＳを入れておき、また、近
所の方に夫が認知症であることを話
し、姿を見かけたら教えてほしいと
お願いしました。そうすることで、
たとえ徘徊してもＧＰＳ機能で現在
地を確認でき、また、近所の方が

「あっちに歩いて行ったよ」と教え
てくれたことで、徘徊しても見守ら
れる仕組みができました。
　現在は、認知症が進行し施設に入
所していますが、その頃を振り返る
と認知症を隠すより、オープンにし
て近所の方に知ってもらうことで、
自分も楽になれたし、何よりも本人
が住み慣れた地域で安全に過ごすこ
とができました。認知症は誰がなっ
てもおかしくないことです。「認知
症の人は特別」なんて思わず、地域
全体でさりげない見守りを広げてい
くことが大切です。

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　
　
　
く
わ
し
く
は　
高
齢
福
祉
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎︎
０
２
８
８（
21
）２
１
３
７

   I
nterview

て
地
域
の
人
が
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
す
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
、
認
知

症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
受
講
で
き
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
認
知
症
カ
フ
ェ（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）

　
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
や

介
護
の
専
門
職
な
ど
が
気
軽
に
参
加
し
、
情

報
交
換
を
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ

り
す
る
集
い
の
場
で
す
。

① 

ほ
っ
と
ウ
ェ
ー
ブ（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ェ
ー

ブ
）　

日
時
…
毎
週
火
曜
・
水
曜
・
木
曜

日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　
場
所
…
今
市

７
８
７（
元
つ
ち
や
そ
ば
）　

　
☎︎
０
２
８
８（
21
）１
１
５
０

② 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ　

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
か
ね
会
）　
日
時
…
毎
週

第
３
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　
場

所
…
鬼
怒
川
温
泉
大
原
３
３
４
‐
６（
オ

ア
シ
ス
支
援
施
設
大
原
あ
か
ね
）

　
☎︎
０
２
８
８（
25
）３
２
０
６

高
たかはし
橋�良

りょうこ
子氏
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急
速
な
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人
口
の

流
出
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て

き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
全

国
的
に
孤
立
死
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
消
費
者
被
害
な
ど
も
数
多
く
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
は
、
地
域

社
会
の
連
携
に
よ
っ
て
、
支
援
を
必
要
と

す
る
市
民
の
「
そ
ば
」
で
見
守
り
活
動
を

行
い
、
地
域
で
支
え
て
い
く
「
日
光
市
見

守
り
そ
ば
ネ
ッ
ト
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

見
守
り
そ
ば
ネ
ッ
ト
と
は
？

　
見
守
り
活
動
に
賛
同
す
る
民
間
の
生
活

関
連
事
業
者
な
ど
と
協
定
を
締
結
し
日
常

の
業
務
で
異
変
を
察
知
し
た
場
合
、
市
へ

通
報
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
市
は
通
報
を
受
け
た
場
合
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
安
否
確
認
を
し
た
り
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な
げ
た
り
す
る
な

ど
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
や
協
力
団
体
、
協
力
事
業

所
に
よ
る
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
会
議

や
研
修
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
共
有
を
重
ね
、
包
括
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

名
前
の
由
来
は
？

　
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
「
そ
ば
」
で

よ
い
関
係
を
築
い
て
い
く
と
い
う
意
味
を

込
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
そ
ば
」
は
昔
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
る
食
べ
物
で
あ
り
、
市
の
特
産
品
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
そ
ば
」
の
よ
う
に

細
く
長
く
続
く
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

見
守
り
活
動
は
、「
向
こ
う
三
軒
両

隣
」
の
関
係
か
ら

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
地

域
の
支
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
支
援
が

必
要
な
方
へ
の
見
守
り
活
動
は
、
公
的
な

サ
ー
ビ
ス（
公
助
）だ
け
で
な
く
、
顔
見
知

り
の
助
け
合
い
・
地
域
の
つ
な
が
り（
共

助
）が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。　
　
　

ま
た
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
は
、
防
災

対
策
や
防
犯
対
策
、
消
費
者
被
害
へ
の
対

策
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
相
手
の
気
持
ち
を
無
視
し
た
一
方
的
な

「
善
意
の
監
視
」
に
な
ら
な
い
よ
う
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
注
意
し
、
思
い
や

り
や
気
遣
い
の
あ
る
相
互
の
「
気
に
掛
け

る
見
守
り
」
が
大
切
で
す
。

□玄関や郵便受けに新聞や配達物が数日間たまっている

□夜になっても庭先に洗濯物が干したままである

□屋内の電灯が点灯しない

□日中、電灯が点灯したままである

□窓ガラス越しに倒れている人の姿が確認できる

□その他、日常生活と明らかに様子が違う状況が見受けられる

―「気づき、つなぐ」、社会的孤立を防ぐために―

こんな様子は危険信号です!
異変に気づいたときは

見守りそばネット

　　

　
　
　
　
　
　
く
わ
し
く
は

く
わ
し
く
は　
社
会
福
祉
課　
社
会
福
祉
係　
☎︎
０
２
８
８（

　
社
会
福
祉
課　
社
会
福
祉
係　
☎︎
０
２
８
８（
2525
）３
０
６
４

）３
０
６
４

警
察
署　
☎︎
１
１
０

救
急
車　
☎︎
１
１
９

社
会
福
祉
課　

☎︎（
25
）３
０
６
４

（
夜
間
、
土
曜
・
日
曜
日

は
☎︎（
22
）１
１
１
１
）

緊
急
時
は

見
守
り
そ
ば
ネ
ッ
ト
事
業

見
守
り
そ
ば
ネ
ッ
ト
事
業
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